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　　　　　　　　　　早稲田大学

学生ボランティアセンターの皆さんと稲刈り

毎年雪堀りボランティアで当町を訪れている早稲田大学学生ボランティアセンターの皆さん力叉大地の芸術祭

作品のある田んぼの稲刈りをしました。当日は、福島友喜さん（松代・きえん）の田んぼに早稲田大学から参加

した14人に、大地の芸術祭作品を見に来ていた新潟大学の学生も加わり2時間ほどで終了。福島さんも「大勢だ

とあっというまですね。。皆さん、お茶の際、差し入れのぼたもち（おはぎ）に大喜びでした。

主
な
内
容

町民対話集会から②……・……・・②～⑤

“達者でいやんべ”敬老会……⑥～⑦

できごと……・…………8・………⑧～⑨

スポーツ………………・・……・…⑩～⑪

東京発・松代の自然ほか………⑫～⑬

里創プラン通信“中学生の私の主張”ほか…⑭～⑮

環境と福祉・医療・……・……・…⑮～⑰

文芸・カレンダー・町の行事予定…⑪～⑲

■松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1

TEL　O2559－7－2220

FAX　O2559－7－2526・7－2300
U　R　L　http＝／／www．d4．dion．neJp／～matudai／
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合
併
に
つ
い
て
の
Q
＆
A

　
町
で
は
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
住
民
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
集
落
懇
談
会
を
7
月
か

ら
9
月
中
旬
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
落
懇
談
会
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
か
ら
．
多
く
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
「
Q
（
質
問
）
＆
A
（
答
え
）
」
と
い
う
形
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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難
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懇
、

A
効
率
の
よ
恥

　
　
　
　
　
行
政
の
推
進

　
わ
た
し
た
ち
の
日
常
の
生
活

圏
は
、
行
政
の
枠
を
越
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
年
々

す
す
む
中
で
、
そ
れ
に
伴
う
対

応
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
方

分
権
が
進
む
と
、
市
町
村
の
政

策
立
案
を
す
す
め
る
カ
も
問
わ

れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
小
さ

な
自
治
体
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
専
門
職
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
状
況
は
国
も
県

も
厳
し
い
中
、
今
後
は
基
礎
と

果士
口糸施実

糞麓欝 蒙落濱 鑑撒、 鍵纏霧・ …
・
、

i簾蕪叢・1餐…・．』 雛識

7／12 小荒戸 23 8／21 孟地 15

16 清水・桐山 23 22 福島 17

18 田野倉 28 24 木和田原・竹所 25

23 峠 22 27 田沢・菅刈 34

24 蓬平 18 28 小屋丸・池之
畑・下山

27

30 蒲生・名平 30 9／3 寺田 20

31 室野・奈良立 32 5
中子・苧島・片
桐山・滝沢

40

8／3 犬伏 16 6 仙納 17

6 町おこし松代塾 53 13 松代 44

7 千年・池尻 30 14 莇平 17

8 儀明 46 17 太平 18

10 会沢 14

20 海老・東山 25 合　計 24会場 634

な
る
市
町
村
単
位
の
自
治
体
を

大
き
く
し
て
い
く
こ
と
で
行
政

の
コ
ス
ト
の
効
率
化
を
図
る
必

要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、

共
通
の
課
題
に
つ
い
て
複
数
の

市
町
村
で
対
応
し
、
一
部
事
務

組
合
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
事
務
組
合
に

よ
る
対
応
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
．

A
合
併
協
議
会
で
勉
強
会

　
今
、
郡
の
合
併
検
討
協
議
会

で
は
各
町
村
か
ら
収
集
し
た
基

礎
資
料
を
ま
と
め
ま
し
た
。
項

目
は
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
沿
革

か
ら
産
業
・
経
済
ま
で
の
1
6
項
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
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つ
か
に
つ
い
て
は
、
町
の
広
報

9
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
で

す
．

　
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で

集
落
を
回
り
住
民
の
意
見
を
聴

き
、
結
果
を
持
ち
寄
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の

動
向
で
は
、
牧
村
が
上
越
市
を

含
む
近
隣
5
市
町
村
で
任
意
の

協
議
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。
浦

川
原
村
は
頚
城
村
な
ど
の
近
隣

町
村
を
含
め
た
形
の
意
見
も
多

い
よ
う
で
す
．

　
今
後
、
各
町
村
が
協
議
会
で

結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
．

A
＋
日
町
圏
域
で

　
　
　
　
　
話
し
合
い
中

　
十
日
町
圏
域
で
は
現
在
中
魚

3
町
村
が
松
之
山
町
を
加
え
て

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
目
町
地
域
広
域
事

務
組
合
が
『
十
日
町
広
域
圏
に

お
け
る
広
域
行
政
体
制
整
備
の

方
向
』
と
題
し
て
圏
域
6
市
町

村
の
3
千
人
を
対
象
に
昨
年
行
つ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
結
果
は
下
段
の
と

お
り
で
す
．

A
合
併
は
必
要

　
合
併
は
必
要
の
意
見
が
多
数

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
合
併
に
反

対
の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
気
持
ち
と
し
て
は
反
対

と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
少
子
高
齢
化
の

社
会
の
中
で
は
避
け
て
と
お
れ

な
い
と
い
う
意
見
が
多
数
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
ど
こ
と
合
併
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
十
日
町
圏
に
賛

成
の
意
見
が
多
数
で
し
た
。
そ

し
て
、
大
島
村
に
隣
接
す
る
峠

や
儀
明
集
落
に
お
い
て
も
、
東

頚
城
で
一
つ
に
な
っ
た
方
が
よ

い
と
い
う
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
．
理
由
と
し
て
は
、
す

で
に
J
A
が
十
日
町
圏
で
一
本

化
し
た
先
例
が
あ
る
こ
と
．
ま

た
、
県
の
出
先
が
東
頚
城
の
場

合
中
途
半
端
で
、
用
事
を
済
ま

す
の
に
、
結
局
上
越
ま
で
足
を

運
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど

『十日町広域圏における広域行政体制整備の方向』報告書から

市町村のわくを越えた
広域行政の推進について

つ

匿璽進めたほうがよい

【コどちらでもよい

慶覇現状のままでよい

□あまり進めないほうがよい

團國まったく必要ない

□未回答
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十日町市

川西町

津南町

中里村

松代町

松之山町
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●印は事務所所在地十日町広域圏における事務の共同処理の状況

襲繍雄纏馨縷 蒙務の灘蒙灘 辮照雛雛 鱒羅灘 磯繭鑑』 鱒鍵灘灘撫灘．蕪……菱 圏外町村数

一部事務組合

十日町地域広域
事務組合

広域市町村圏計画

消防・救急
家畜指導診療所

● ○ ○ ○ ○ ○

総合福祉センター ○ ○ ● O
十日町地域衛生
施設組合

ごみ処理施設 ● ○

し尿処理施設

火葬場
● ○ ○

津南地域衛生施
設組合

ごみ処理施設
し尿処理施設
火葬場

● ○ ○ 1

東頸城広域組合 ごみ処理施設 ○ 4

の
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

　
末
端
集
落
は
寂
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
不
安
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
例
と
し
て
、
除

雪
が
今
ま
で
ど
お
り
に
で
き
る

の
か
、
ま
た
、
高
校
、
小
学
校

な
ど
の
学
校
統
合
、
そ
し
て
役

場
が
支
所
と
し
て
残
っ
て
も
そ

の
う
ち
廃
止
に
な
る
の
で
は
な

い
か
等
の
心
配
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
個
々
の
ケ
ー
ス
や

不
安
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に

地
域
住
民
が
代
表
と
な
る
「
地

域
審
議
会
」
を
設
け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
．
地
域
審
議
会
は
、

地
域
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
行

政
に
反
映
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
ま
た
、
平
成
1
7
年
ま
で
の

合
併
に
つ
い
て
は
合
併
特
例
債

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

も
現
在
、
市
町
村
が
交
付
を
受

け
て
い
る
額
が
1
0
年
間
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
う
し
た
特
例
債
は
周
辺
地

十日町広域6市町村の関係する国・県出先機関

　　．、』』織、　．雛…轄…灘灘…『
・
．

議麟礁購釜．・　　　一
嚢麟萎　． 騨、塞…簿縷雛鰹繋騒…羅鱒難醸…＝遜灘…1

新潟地方法務局十日町支局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国

十日町税務署 O ○ ○ ○ 〃

高田税務署 ○ ○ 〃

六日町社会保険事務所 ○ ○ ○ ○ 〃

上越社会保険事務所 ○ ○ 〃

中越森林管理所 ○ O ○ ○ 〃

上越森林管理所 ○ ○ 〃

十日町公共職業安定所 ○ ○ ○ ○ 〃

上越公共職業安定所安塚分室 ○ ○ 〃

新潟食糧事務所十日町支所 ○ O ○ ○ ○ ○ 〃

農林水産省森林総合研究所 ○ ○ ○ ○ ○ O 〃

十日町財務事務所 O ○ ○ ○ 県

十日町地域福祉センター ○ ○ ○ ○ 〃

中魚沼農業改良普及センター ○ ○ ○ ○ 〃

十日町農地事務所 O ○ ○ ○ 〃

十日町土木事務所 ○ ○ ○ ○ 〃

十日町保健所 ○ ○ ○ ○ 〃

十日町警察署 ○ O ○ O 〃

一小千谷林業事務所 ○ O ○ ○ 〃

魚沼農政事務所 ○ ○ O ○ 〃

中越教育事務所 O． ○ ○ ○ 〃

安塚地域福祉センター ○ ○ 〃

東頸城農業改良普及センター ○ ○ 〃

東頸城農地事務所 ○ ○ 〃

安塚土木事務所松代分所 ○ ○ 〃

上越保健所 ○ O
／／

安塚警察署 ○ ○ 〃

上越林業事務所安塚支所 O ○ 〃

上越農政事務所 O ○ 〃

上越教育事務所 ○ ○ 〃

域
へ
の
重
点
配
分
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
法
定
協
議
会
で
は
、
こ
の

特
例
債
の
使
途
に
つ
い
て
も
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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考えてみませんか市町村合併④萎
　　　　　　市町村職員数及び議員数等の状況

擁　　灘
饗緩雛灘灘鞭
　灘　　鐵

翻難馨鐙

饗溺，麟麟鑛

鎖難灘
鐵繋懸離

灘覇，馨醗饗

叢難灘
議繋蟹翻

穫羅麺灘謹議欝灘蓬麟

畿難難 餐数 議嚢籔 懸難 総務饗 雛謙
十日町市 44，028 8．4 0．5 70，224 90．89 4，063 81．53 57，751 122．3

川　西　町 8，366 15．2 2．2 122，244 158．21 9，099 182．57 79，957 169．33

津　南　町 12，691 12．6 1．6 104，299 134．99 7，824 156．98 78，959 167．21

中　里　村 6，539 14．4 2．8 131，522 170．22 12，067 242．11 108，368 299．50

松　代　瞬 4，舘3 稔．轟 3．7 輻＄，08譲 20霧．60 鱗，804 297．04 潅72，927 366．22

松之山町 3，246 27．7 4．3 259，873 336．34 18，715 375．51 182，322 386．11

辮網鍵藤灘
講灘翻鞭『『

．讐灘霧 隷馨 馨麟籔灘嚢 難難講 糊嚢鰯 盤鍵覇 鞠講繋灘纏．醐

安　塚　町 3，877 20．9 4．1 178，832 231．45 15，011 301．18 315，965 669．13

浦川原村 4，353 20．4 3．6 169，788 219．75 13，924 279．37 127，282 269．55

大　島　村 2，607 23．8 4．6 207，634 268．73 18，946 380．14 158，218 335．07

牧　　　村 3，113 31．5 4．5 203，730 263．68 17，293 346．97 118，629 251．23

叢獲鱗礁欝『

諦叢礫醗鍛
鶴鰯麟．、、 難醗 講麟』 灘謙鱗 麗籔．鋼 蕊，撤離 欝簾．騰 ．禰，鰻 欝鍵．鍵

新潟県における町村職員数・議員数の状況

5，000人以下 20．6 4．1 176，052 255．32 16，942 387．33 148，287 388．36

5，001人～10，000人以下 14．5 2．4 124，150 162．96 11，064 224．12 91，054 234．90

10，001人～20，000人以下 11．4 1．6 96，460 123．56 7，940 157．22 69，675 148．86

20，001人～ 9．2 0．8 77，265 100．00 4，984 100．00 47，220 100．00

指数は、人口規模　20，001人以上の町村を100．00とした場合の値であること。て注

『十日町広域圏における広域行政体制整備の方向』報告書から灘

市町村合併について

　　　　　　（市町村別）

4．4

匿調積極的に合併すべきだ

匠】将来、合併すべきだ

麗翻広域行政を充実すれば合併

　　の必要はない

□合併はまったく必要ない

匿團わからない

□未回答

4．7

ii難li灘iiiii
、　傷・ 鱒難 10．0

1．9

iiiii講ililiiiii 、簿イ．
顯藩 11．2

6．5

iiiiiiiii髄i糞iiiiliiiノ

盤慧

6．9

ii嚢i難iii〆衡 欝慧 9，4　　　　　　11．0

買　κ　翼　α　，　o　り　ひ　尋　o　や

1欝2：懸i………ノ

鑛難　　　　　　　　　　7．6

5．2

＿＿．……　　♂杢／．

懸麟 11．4

i鍛写 灘慧 7．6　　　　　10．9

全　体

十日町市

川西町

津南町

中里村

松代町

松之山町

100％80％60％40％20％0％
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灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　鷹　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　響　　　　　　灘　　　　の　　空青

鱒
横
綱

本柳　ヨシ　仙納96歳 横
綱

市川　ヌイ池之畑98歳

大
関

山岸　コイ　蒲生95歳 大
関

関谷　ミネ松代95歳

関・

脇
山賀　シゲ小荒戸95歳 関

脇 柳　　ツギ千年95歳

小
結

山岸軍次郎蒲生94歳 小
結

市川フジノ　松代94歳

前
頭

佐藤　ミツ　室野94歳 前
頭 若井　ミサ松代94歳

同 富澤　モト小荒戸93歳

祝
蟹
　
、
漣

同 五十嵐トラ　会澤94歳

同 柳　　子ン　干年93歳 同 高橋小シマ莇平93歳

同 西片　パル菅刈93歳 同 小堺　サノ　蓬平93歳

同 高槁　タケ　田澤92歳
霊

同 柳　　シサ苧島92歳

同 萬羽　卓司　松代92歳 同 山岸　新吉寺田92歳

同 同 仲村　タノ　儀明91歳

同 山本　昇治　犬1犬91歳 同 村松　ミナ　儀明9／歳

同 曹井　　トリ　田野倉91歳 同 齊木　パツ　中子91歳

同 若月キクノ　海老9／歳

　鴬

同 関谷　カネ松代9／歳

同 関谷　ヨキ松代90歳 同 福原　セキ　松代90歳

同 横尾フヂノ　　峠90歳 同 佐藤　盛義室野90歳

同 山賀　パル池之畑90歳 同 若井　キイ　蓬平90歳

同 柳　　久吉菅刈90歳 同 村山ひさゐ室野90歳

同 室岡大刀男蒲生90歳 同 西潟　パナ福島90歳

同 佐藤　セイ　千年90歳 同 高橋　ヨイ　莇平90歳

同 小堺　　巴室野90歳 同 笠原　ヨシノ」慌戸90歳

　
9
月
1
5
日
の
敬
老
の
日
は
、

青
空
の
広
が
る
よ
く
晴
れ
た
一

日
で
し
た
。
こ
の
日
、
各
地
区

で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
所
し
て
1
年
と
な
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
く
ほ
く
の
里

で
も
、
入
所
し
て
い
る
方
の
家

族
を
交
え
て
敬
老
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
会
で
は
、
松
月

会
の
踊
り
や
浦
田
の
桜
会
の
太

鼓
な
ど
を
見
て
楽
し
ん
だ
あ
と
、

昼
食
を
囲
み
な
が
ら
家
族
一
緒

に
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
9
月
1
5
日
に
長
寿
を

祝
い
、
9
5
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

を
は
じ
め
米
寿
88
歳
、
そ
し
て

喜
寿
7
7
歳
の
方
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
（
婚
姻
6
0
年
）
金
婚
（
婚

姻
5
0
年
）
に
該
当
す
る
方
に
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
い
状
や
記
念
品
を

お
届
け
し
ま
し
た
。

　
米
寿
8
8
歳
の
方
は
2
9
人
、
喜

寿
7
7
歳
の
方
は
6
3
人
で
し
た
。

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
は
会

沢
の
五
十
嵐
政
勝
さ
ん
と
ト
ミ

さ
ん
夫
妻
の
1
組
、
金
婚
は
2
7

組
で
し
た
．
な
お
、
9
0
歳
以
上

の
方
は
4
1
人
で
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　麺
　　　　　　　　　　　　絵　　　　　　　　　　婦こ　　　　　　　　　ん床　　　　　　　ミ鳶　　　　欝　　麟　舜臨

聾
嚢
灘
翼
婚
爾
纏

五
十
嵐
政
勝
・
ト
ミ
　
　
（
会
沢
）

鹸

縫

関
谷
　
昭
蔵
・
ヨ
シ
子

関
谷
　
嘉
市
・
ヨ
シ

関
谷
　
伊
市
・
イ
サ
ヲ

山
賀
　
　
努
・
タ
ツ

市
川
　
藤
蔵
・
ハ
ル
コ

菅
井
與
一
郎
・
ハ
ル
オ

若
月
佐
治
郎
・
カ
ネ

柳
　
　
　
榮
・
た
け

若
井
與
左
工
門
・
イ
ト

若
井
孫
太
郎
・
ヨ
チ

山
本
　
貞
雄
・
ホ
マ
レ

小
島
　
昭
平
・
キ
ク
エ

山
本
　
末
吉
・
キ
ミ

小
嶋
政
一
郎
・
キ
ミ

柳
　
　
　
實
・
松
枝

室
岡
　
敏
正
・
キ
イ

山
岸
　
健
吉
・
フ
ジ
ノ

山
岸
　
鐡
夫
・
ミ
ネ

小
堺
恵
一
・
久
子

小
林
　
儀
一
・
サ
イ

若
山
　
　
進
・
タ
イ

高
橋
　
常
保
・
ミ
ヤ

米
持
　
兼
治
・
チ
ャ
ウ

米
持
啓
一
郎
・
キ
ヨ

五
十
嵐
長
治
・
ヒ
サ
エ

石
野
　
　
嵩
・
イ
チ

山
岸
　
勇
市
・
京

　一山ノ　　ノ　　ユーレト　万コプ手驚漸　 睡議

三鋤三証漣認三三三三議三孟三募三三三縄馨講讐

　　　横小小由室斎柳小佐佐小山若小秋佐関富樋相鈴関小室柳関市関小議・．鐵臨

　　　エツナイキんシ吉ト吉次ミヨイヨ猛ラ松エノンギクヤ松次郎ヨヌ・

欝
　
講
罧
歳
）

　
　
　
麗
火

　　　　　内中五横関佐山若米美高小高小仲若小小小小室小山齋齋斉小柳小若
　　　　　山條士尾　藤岸山持濃橋堺橋堺村山堺林堺堺岡林岸藤藤木島　堺井

　　　　　　　風ハ和シ子庚ス　　　　　久為信庄ス芳　ル小春ナズ常ギ慶は之サセ金一儀サ榮良博コ市チ長
　　　　　義榮夫平ミ平工イ梅子ヲイ保ン作る松イキ松郎一ノ壽二文ン雄工榮

　
木＿＿＿＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

蒲仙田中犬田〃　〃〃〃〃〃　〃　〃〃〃　〃〃〃〃〃〃　　〃野　〃　〃〃
原所　　 野島　 明　　　生納倉子伏））））））））））））））））））））））））））））））
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できごと一

懸
…
“
黙
萎
磯
、

運転する天も歩く人も注慧じでください

　
　
　
　
　
　
に
し
東

　
　
　
　
　
　
象
ま
下

　
　
　
　
　
　
対
れ
宮

　
　
　
　
　
　
般
わ
の

　
　
　
　
　
　
一
行
員

　
　
　
　
　
　
　
。
に
門

　
　
　
　
　
　
臼
会
日
専

　
　
　
　
　
　
』
明
2
9
館

　
　
　
　
　
　
説
に
術

　
　
　
　
　
　
品
象
美

　
　
　
　
　
　
作
対
同

　
　
　
　
　
　
た
童
は

　
　
　
　
　
　
つ
児
明
　
。

　
　
　
　
　
　
だ
　
、
説
ん

　
　
　
　
　
　
評
日
　
。
さ

　
　
　
　
　
　
好
21
た
子

　
秋
の
安
全
運
転
週
間
の
初
日

9
月
2
1
日
に
、
国
道
2
5
3
号

犬
伏
地
内
に
お
い
て
犬
伏
保
育

園
緑
組
の
山
本
竜
太
君
、
柳
萩

野
さ
ん
、
山
本
涼
君
の
3
人
が

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
行
き
交
う
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。　

引
率
に
あ
た
っ
た
保
育
士
の

小
堺
恭
子
さ
ん
は
「
園
児
は
、

大
き
な
声
で
運
転
手
と
言
葉
を

か
わ
し
て
い
ま
し
た
。
休
ん
だ

山
本
高
宏
君
の
分
ま
で
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
．

　
9
月
2
1
日
～
3
0
日
ま
で
の
1
0

日
問
に
わ
た
り
ふ
る
さ
と
会
館

を
会
場
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
立

近
代
美
術
館
所
蔵
の
作
品
展
「
巡

回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
延
べ

2
3
0
0
人
が
作
品
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

ついていかな航

　
最
近
、
子
ど
も
を
ね
ら
っ
た
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
．

こ
う
し
た
事
件
を
未
然
に
防
ご
う
と
安
塚
警
察
署
で
は
、

住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
目
印
と
な
る
黄
色
い
旗

を
つ
く
り
、
町
の
教
育
委
員
会
と
共
同
で
児
童
生
徒
に
P

R
を
行
い
ま
し
た
。

　
松
代
交
番
の
金
田
所
長
は
「
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け

ら
れ
て
も
つ
い
て
い
か
な
い
。
危
険
を
感
じ
た
ら
大
き
な

声
で
助
け
を
求
め
、

す
ぐ
に
近
く
の
家

に
入
る
こ
と
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
犯
罪
防
止
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
対

応
が
必
要
で
す
．

糊
灘
ノ
、

纒

〆
＼

　
9
月
2
2
日
に
、
松
代
高
校
を

会
場
に
行
わ
れ
た
松
代
町
教
育

委
員
会
主
催
の
「
第
3
回
い
き

い
き
わ
く
わ
く
実
験
」
に
は
1
4

人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
験
で
は
、
電
池
は

ア
ル
ミ
缶
に
備
長
炭
と
食
塩
水

を
入
れ
た
も
の
で
、
直
流
モ
ー

タ
ー
は
、
エ
ナ
メ
ル
線
と
フ
ェ

ラ
イ
ト
磁
石
を
使
っ
て
作
っ
た

も
の
で
す
．
指
導
に
あ
た
っ
た

西
川
徹
先
生
と
山
本
勇
人
先
生

は
「
こ
う
し
た
形
で
理
科
に
親

し
む
こ
と
は
大
切
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
意
欲
的
で
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
松
代
小
3
年
の
小

林
和
暉
君
は
「
自
分
が
作
っ
た

電
池
で
メ
ロ
デ
ィ
が
鳴
っ
た
と

き
に
は
、
う
れ
し
か
っ
た
。
モ
ー

タ
ー
も
ち
ゃ
ん
と
回
っ
た
し
、

さ
っ
そ
く
家
の
人
に
見
せ
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
講
座
の
問
い
合
わ
せ
は
、
生

涯
学
習
課
ま
で
．
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罵
緯
肱
翼
羅
聾
榊
譲
冊
鵜
“
響
饗
照
擁
馨
離
聾
難
蟹
雛
藤
饗
灘
羅
遜
ン
舞
繋
擁
．
縄
霧
狸
雛
擁
藤
灘
難
灘
羅
懸
繋
蓋
栴
雛
蕪
雛
皿
識
擁
雛
霧
欝
雛
皿
蟹
繰
聾
擁
繊
搦
難
撒
霧
擁
　
　
照
難
雛
職
灘
露
雛
欝
擁
蟹
醐
霧
陥
纏
灘
椰
雛

灘
難
ど
㊥
課
圏
糧
謹
闘

．
．
舞

　
翻
躍
彊
雪
、
地
滑
の
．
．
．
亜
画
間
地
の
鎌

　
　
　
を知事との獄るさと

舞

　
地
域
の
住
民
と
直
接
対
話
形
式
で
平
山
県
知
事
と
意
見
交
換
を
行
う

「
知
事
と
の
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
集
い
」
が
、
9
月
1
8
日
、
安
塚
町
民

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
あ
ら
か
じ
め
ハ
ガ
キ
等
で
発
一
一
一
目

を
希
望
し
た
1
1
人
が
知
事
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
知
事
と
当
町
住
民
の
発
言
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
平
山
知
事
は
、
少
人
数
で
自

由
に
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と

会
の
趣
旨
を
述
べ
、
縦
割
り
行

政
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、
地

域
の
二
ー
ズ
に
沿
っ
た
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
、
県
の
出
先
を

総
合
的
な
事
務
所
に
し
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
知

事
は
、
今
後
職
員
の
意
識
改
革

は
も
ち
ろ
ん
、
県
民
参
加
の
地

域
づ
く
り
で
自
分
た
ち
の
地
域

を
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
と
述
べ
、
県
で
は
自

立
社
会
形
成
に
向
け
た
支
援
を

し
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
轟
鵬
照
鍵
罵
鰍
羅
雛
騰
撚
ウ
　
　
　
　
…
講
椰

　
当
町
か
ら
の
発
言
で
は
、
ほ

く
ほ
く
線
の
J
R
高
田
駅
乗
り

入
れ
の
提
案
な
ど
3
人
が
意
見

を
述
べ
ま
し
た
．

　
当
町
の
住
民
の
意
見
と
そ
れ

に
対
す
る
知
事
の
答
弁
は
次
の

と
お
り
で
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
て
い
る
状
態
で
す
．
県
と
し
て

　
　
も
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
の
電
車
が
J

Q
R
高
田
駅
集
り
入
れ
る
と

よ
い
．
ま
た
、
現
在
整
備
を
す

す
め
て
い
る
北
陸
新
幹
線
の
新

駅
と
上
越
線
湯
沢
駅
と
が
接
続

す
る
と
便
利
で
す
．

　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
の
収
益
は
、

A
」
R
の
ス
夫
－
特
急
の
運

行
に
よ
る
収
益
が
全
体
の
9
割

を
占
め
て
い
ま
す
．
現
在
、
長

野
新
幹
線
が
北
陸
に
向
け
て
整

備
中
で
す
。
新
幹
線
が
開
通
す

れ
ば
、
ほ
く
ほ
く
線
が
赤
字
に

な
り
ま
す
。
J
R
高
田
駅
乗
り

入
れ
に
つ
い
て
は
、
社
長
を
し

て
い
た
と
き
か
ら
働
き
か
け
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
J
R
は

反
対
し
、
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
新
幹
線
と
併
行
し
て

運
行
し
て
い
る
現
在
の
在
来
線
、

妙
高
・
直
江
津
・
糸
魚
川
間
は
、

地
域
で
維
持
す
る
よ
う
言
わ
れ

　
　
　
2
5
3
号
の
改
良
状
況
と

Q
池
尻
地
内
に
お
け
る
4
。
3

号
の
災
害
復
旧
の
見
通
し
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　
2
5
3
号
の
改
良
に
つ
い

A
て
は
・
来
年
度
か
ら
池
尻
●

千
年
間
に
つ
い
て
着
手
し
ま
す
．

4
0
3
号
は
査
定
を
受
け
、
着

手
と
な
り
ま
す
．
ま
た
、
4
0

3
号
は
、
県
で
も
単
独
改
良
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
で
き

る
だ
け
改
良
を
す
す
め
ま
す
．

　
　
　
高
齢
化
し
た
地
域
の
雪
対

Q
策
の
充
実
に
つ
い
て
①
保
安

要
員
の
増
員
②
集
落
道
の
改
良

と
無
雪
化
③
防
火
対
策
及
び
消

火
器
の
設
置
以
上
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　
国
で
は
、
特
別
豪
雪
対
策

A
事
業
の
期
限
が
迫
串
廃

止
論
も
出
て
い
ま
す
。
孤
立
集

落
が
解
消
の
方
向
に
あ
る
こ
と

が
要
因
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
安
要
員
に
つ
い
て
は
、
設

置
希
望
が
減
少
し
て
い
ま
す
．

ま
た
、
道
路
の
無
雪
化
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
町
村
に
要
望

し
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
防
火

　
　
　
　
　
　
臨
難
霧
葬
襲
、

盗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
帆
　
糞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
日
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃

常
生
活
用
具
助
成
事
業
と
い
う
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

制
度
が
り
ま
す
。
制
度
は
、
国

県
そ
し
て
市
町
村
森
書
叢

し
て
い
る
も
の
で
す
。
ご
活
用

く
だ
さ
い
．

上
蕪
濫
、
騒
舞
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
間
の
整
備
に
つ
い
て
の
質
問
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

に
つ
い
て
、
知
事
は
早
期
に
整
欄

備
を
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
国
仙

彊
計
紘
臨
鍛
榊
欝
　

高
速
道
嬢
り
付
け
携
ほ
繍

は
行
っ
て
レ
な
い
な
ど
　
住
民
・

に
理
解
を
求
め
て
い
ま
し
た
．

　
こ
う
し
た
質
問
に
対
し
て
知

事
は
、
「
道
路
特
定
財
源
の
一
般

財
源
化
議
論
が
未
成
熟
で
都
市

と
地
方
の
現
状
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
道

路
は
、
中
山
間
地
に
お
い
て
生

活
に
欠
か
せ
な
い
最
も
大
事
な

イ
ン
フ
ラ
（
生
活
基
盤
）
で
す
。

こ
う
し
た
議
論
を
深
め
る
必
要
、

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
、

い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
4
0
人
ほ
ど
の
人
た
㈱

ち
が
熱
心
に
知
事
と
住
民
と
の
・

発
言
に
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
嚢
縫
舞
簸
羅
嚢
難
鰻
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大
き
な
声
援
を
受
け
て

◇
第
2
3
回
東
頸
城
郡

　
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
結
果

（
9
月
2
6
日
大
島
村
小
学
校
）

〔
男
子
〕
▽
6
年
㎜
材
④
五
十

嵐
春
彦
（
松
代
）
▽
5
年
㎜
㌶

④
高
橋
勇
貴
（
松
代
）
▽
6
年

㎜
材
⑤
関
谷
綾
（
松
代
）
▽
6

年
8
0
材
ハ
ー
ド
ル
⑥
柳
太
志
（
松

代
）
▽
姻
㌶
リ
レ
ー
④
松
代
（
関

谷
綾
・
五
十
嵐
春
彦
・
柳
太
志
・
駒

形
知
彦
）
▽
5
年
1
5
0
0
材

①
柳
凌
（
孟
地
）
5
分
5
0
秒
1
9

②
柳
真
理
（
松
代
）
⑤
長
谷
川

和
也
（
松
代
）

▽
6
年
1
5
0
0
㌶
②
関
谷
綾

（
松
代
）
③
五
十
嵐
春
彦
（
松
代
）

④
小
堺
雄
太
（
松
代
）
▽
5
年

走
り
高
跳
び
③
高
橋
勇
貴
（
松

代
）
▽
6
年
走
り
高
跳
び
①
柳

太
志
（
松
代
）
鵬
弛
ン
▽
5
年
走

り
幅
跳
び
②
柳
凌
（
孟
地
）

　
9
月
2
6
日
、
大
島
村
小
学
校
を
会
場
に
郡
の
小
学
校
親
善
陸

上
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
や
応
援
に
が
ん
ば
っ
た
当
町
3
校
の
児
童
た
ち
。

　
結
果
と
あ
わ
せ
て
松
代
小
6
年
の
関
谷
紗
智
さ
ん
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

〔
女
子
〕
▽
5
年
㎜
材
②
小
野

島
彬
子
（
松
代
）
▽
6
年
㎜
癖

⑤
寺
崎
恵
美
（
松
代
）
▽
5
年

80

㌶
ハ
ー
ド
ル
①
小
嶋
な
つ
み

（
孟
地
）
大
会
タ
イ
記
録
1
4
秒
90

②
小
野
島
彬
子
（
松
代
）
⑤
中

村
江
美
香
⑥
関
谷
水
希
（
松
代
）

6
年
80
㌶
ハ
ー
ド
ル
①
寺
崎
恵

美
（
松
代
）
1
6
秒
2
0
▽
姻
材
リ

レ
i
⑥
松
代
（
関
谷
絵
梨
・
小
野

島
彬
子
・
市
川
麻
美
・
寺
崎
恵
美
）

▽
5
年
8
0
0
㌶
①
小
嶋
な
つ

み
（
孟
地
）
2
分
5
8
秒
9
3
③
市

川
正
恵
（
松
代
）
⑤
五
十
嵐
さ

く
ら
（
松
代
）
▽
6
年
8
0
0

㌶
③
石
田
沙
織
（
孟
地
）
④
山

岸
玲
子
（
松
代
）
▽
6
年
走
り

幅
跳
び
②
関
谷
絵
梨
（
松
代
）

▽
5
年
走
り
高
跳
び
③
佐
藤
絵

美
（
奴
奈
川
）
▽
6
年
走
り
高

飛
び
②
市
川
め
ぐ
み
（
松
代
）

〔
混
成
〕

▽
姻
材
リ
レ
ー
①
孟
地
（
小
嶋

な
つ
み
・
小
嶋
優
介
・
石
田
沙

織
・
柳
凌
）
1
分
0
6
秒
1
3
②
奴

奈
川
（
米
持
和
成
・
小
堺
真
央
・

中
沢
成
一
・
中
澤
政
文
）

◆
松
代
小
6
年
　
関
谷
紗
智

　
…
次
に
私
の
や
る
こ
と
は
応

援
で
す
．
松
代
小
の
人
が
近
く

に
く
る
と
応
援
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
、
も
の
す
ご
く
真
剣
で
、

テ
ン
ト
で
応
援
す
る
人
も
真
剣

で
、
私
も
が
ん
ば
っ
て
応
援
し

ま
し
た
。

　
競
技
が
終
わ
っ
て
テ
ン
ト
に

バドミンみン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

警
脳
涙
初
噸
段
號

て
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
で
も
、
が
ん
ば
れ
た
ん
だ
か

ら
、
そ
れ
で
問
題
は
な
い
と
思

い
ま
す
．

　
8
月
2
6
日
、
上
越
市
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
第
2
1
回
新
潟

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
体
育

大
会
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
女

子
団
体
の
部
で
当
町
の
ま
つ
だ

い
Y
O
S
A
R
E
J
r
ク
ラ
ブ

が
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
．

　
小
学
生
女
子
団
体
の
部
に
は

県
内
か
ら
n
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
町
の
チ
ー

ム
に
は
、
五
十
嵐
さ
く
ら
（
松

代
小
5
）
、
市
川
正
恵
（
松
代
小

5
）
、
小
嶋
な
つ
み
（
孟
地
小
5
）
、

関
谷
水
希
（
松
代
小
5
）
、
中
村

江
美
香
（
松
代
小
5
）
の
5
人

が
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
9
月
3
0
日
、
上
越
市

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
5

回
上
越
市
ジ
ュ
ニ
ァ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
．

▽
小
学
5
・
6
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

A
ラ
ン
ク
2
位
中
村
江
美
香
（
松

代
小
5
）
関
谷
水
希
（
松
代
小

5
）
▽
同
B
ラ
ン
ク
ー
位
市
川

麻
美
（
松
代
小
6
）
市
川
め
ぐ

み
（
松
代
小
6
）
▽
小
学
4
年

以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
A
ラ
ン
ク

3
位
小
嶋
華
奈
子
（
孟
地
小
4
）

柳
瑞
穂
（
孟
地
小
4
）
▽
小
学

5
・
6
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
A
ラ

ン
ク
ー
位
中
村
江
美
香
（
松
代

小
5
）
3
位
小
嶋
な
つ
み
（
孟

地
小
5
）
▽
小
学
4
年
以
下
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
B
ラ
ン
ク
3
位

武
田
千
尋
（
松
代
小
2
）
▽
同

男
子
B
ラ
ン
ク
3
位
市
川
貴
浩

（
松
代
小
3
）

10
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塾チーム今年も優勝

瞳チームも5位入賞
藁子は3位と健闘

　
今
年
の
郡
の
中
学
校
駅
伝
大
会
は
、

9
月
2
8
日
に
行
わ
れ
、
男
子
1
2
チ
ー
ム
、

女
子
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◇
第
3
8
回
東
頸
城
郡

　
　
　
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

○
総
合
優
勝
松
代
A

　
　
　
（
1
時
間
02
分
4
8
秒
）

1
区
①
田
邊
邦
幸
（
3
年
）
1
3

分
0
8
秒
②
2
区
小
堺
裕
司
（
3

年
）
1
2
分
4
9
秒
3
区
③
小
堺
里

志
（
2
年
）
1
0
分
2
5
秒
4
区
①

佐
藤
佑
介
（
2
年
）
9
分
3
7
秒

5
区
②
佐
藤
精
（
3
年
）
7
分

16

秒
6
区
①
五
十
嵐
太
博
（
1

年
）
9
分
3
3
秒

○
総
合
5
位
松
代
B

1
区
⑤
西
方
正
則
（
3
年
）
2

区
⑧
関
谷
和
明
（
3
年
）
3
区

⑧
鈴
木
康
彦
（
2
年
）
4
区
⑥

柳
健
太
（
3
年
）
5
区
⑩
石
田

哲
也
（
3
年
）
6
区
②
柳
太
一

（
3
年
）

◇
第
1
5
回
東
頸
城
郡

　
中
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

○
総
合
3
位
松
代

1
区
③
室
岡
直
子
（
3
年
）
2

区
⑥
駒
形
直
子
（
3
年
）
3
区

②
樋
口
友
佳
子
（
1
年
）
4
区

③
鈴
木
久
代
（
3
年
）
5
区
②

小
嶋
ち
え
み
（
2
年
）醜．慶鋤　1

左手前＝室岡、駒形、左後方＝樋

鈴木、そして小嶋選手

　
　
　

『
第
器
国
叢
頸
繊
灘
囎
醗
櫻
親
轟
陸
盤
競
捜
轟
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
月
盤
田
上
越
市
営
陸
上
競
技
場
）

〔
男
子
〕
▽
2
年
㎜
材
②
齊
木

重
樹
⑦
池
田
正
人
▽
共
通
㎜
㌶

①
鈴
木
康
彦
2
6
秒
1
8
③
齊
木
重

樹
④
若
井
光
男
▽
共
通
姻
癖
①

鈴
木
康
彦
5
9
秒
31
②
若
井
光
男

⑦
齊
木
明
穂
⑧
柳
悠
太
▽
1
年

1
5
0
0
癖
電
気
新
①
五
十
嵐

太
博
4
分
5
2
秒
5
8
▽
2
年
1
5

0
0
㌶
④
佐
藤
佑
介
⑥
小
堺
里

志
▽
共
通
3
0
0
0
材
④
五
十

嵐
太
博
⑥
小
堺
里
志
⑧
富
澤
雅

人
▽
1
年
姻
㌶
R
⑥
松
代
中
（
高

橋
孝
太
・
五
十
嵐
太
博
・
高
野
裕

貴
・
小
堺
貴
也
）
▽
共
通
蹴
R
①

松
代
中
（
鈴
木
康
彦
・
若
井
光
男
・

池
田
正
人
・
齊
木
重
樹
）
▽
2
年

走
り
高
跳
び
④
布
施
洋
季
▽
1

年
走
り
幅
跳
び
⑦
高
野
裕
貴
▽

共
通
砲
丸
投
⑦
関
谷
勝
太

〔
女
子
〕
▽
2
年
㎜
材
③
鈴
木

静
⑥
山
賀
陽
子
▽
共
通
㎜
督
②

鈴
木
静
④
斎
木
智
美
⑤
五
＋
嵐

里
花
⑥
中
村
道
恵
⑦
柳
夕
紀
▽

1
年
枷
㌶
③
樋
口
友
佳
子
▽
2

年
枷
癖
①
小
嶋
ち
え
み
2
分
3
6

秒
0
8
⑧
五
十
嵐
里
花
▽
共
通
1

5
0
0
㌶
①
小
嶋
ち
え
み
5
分

30
秒
7
7
③
樋
口
友
佳
子
▽
共
通

㎜
癖
ハ
ー
ド
ル
①
樋
口
沙
織
1
8

秒
2
2
③
佐
藤
愛
⑤
鈴
木
彩
▽
共

通
姻
癖
R
電
気
新
①
松
代
中
（
樋

口
沙
織
・
鈴
木
静
・
山
賀
陽
子
・
小

嶋
ち
え
み
）
5
8
秒
6
8
▽
2
年
走

り
高
跳
び
②
長
谷
川
由
佳
▽
1

年
走
り
幅
跳
び
③
柳
鮎
美
▽
2

年
走
り
幅
跳
び
①
樋
口
沙
織
4

㌶
1
8
③
斎
木
智
美
⑥
山
賀
陽
子

にてスタ・．環峯

　　　＼呼◆
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O

ゴ
ル
フ
よ
り
も

「
松
代
の
川
の
橋
は
、
全
部
が

昭
和
6
年
○
月
完
成
と
書
い
て

あ
る
．
私
は
昭
和
6
年
生
ま
れ

だ
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
、
橋
は

俺
と
お
な
い
年
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
あ
の
頃
渋
海
川
が
氾
濫

し
て
橋
が
み
ん
な
流
さ
れ
た
ん

だ
ね
．
」
と
は
鈴
木
佐
一
郎
（
松

代
寺
の
下
）
さ
ん
。
〈
松
代
町
史

年
表
に
は
昭
和
5
年
8
月
大
豪

雨
に
ょ
り
長
命
寺
橋
な
ど
6
橋

が
流
失
と
あ
る
〉

　
こ
の
話
が
き
っ
か
け
で
松
代

の
地
形
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ

た
か
と
思
う
と
、
「
あ
か
い
ぼ
」

「
い
や
、
松
代
で
は
あ
け
い
ぶ
と

言
っ
て
い
た
」
「
田
代
で
は
あ
け

び
」
「
ト
コ
ロ
を
食
っ
て
み
た
い
」

な
ど
山
菜
か
ら
蕎
麦
、
こ
し
ひ

か
り
と
話
題
は
食
べ
物
に
移
る
．

話
の
種
は
尽
き
な
い
。

こ
こ
は
福
島
県
西
郷
村
の
白

松
代
の
話
で
盛
り
上
が
る

　
　
ゴ
ル
フ
趣
味
の
会

井
　
上
　
正

河
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

あ
る
。
い
ま
ど
き
珍
し
い
木
造

茅
葺
き
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
特

徴
が
あ
る
．

　
ゴ
ル
フ
趣
味
の
会
で
は
、
4

月
は
大
宮
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
桜

　
　
川
崎
市
在
住

美
（
寺
甲
沢
上
）

の
花
を
見
な
が
ら
の
プ
レ
ー
。

九
月
は
一
泊
で
白
河
高
原
の
涼

気
と
温
泉
を
楽
し
み
な
が
ら
の

プ
レ
ー
を
恒
例
と
し
て
い
る
．

　
一
時
間
半
の
夕
食
で
は
、
話

た
ら
ず
、
呑
み
た
ら
ず
で
、
席

を
ロ
ッ
ジ
の
談
話
室
に
移
し
、

水
割
り
を
片
手
に
町
の
人
の
消

息
や
親
戚
知
人
友
人
の
話
．
最

後
は
ロ
ッ
ジ
の
ベ
ッ
ド
の
上
に

座
り
込
ん
で
最
近
の
世
相
批
判

か
ら
人
生
論
、
ア
メ
リ
カ
の
同

時
テ
ロ
ま
で
。
気
が
つ
い
た
時

は
夜
中
の
1
2
時
過
ぎ
．

　
9
月
1
6
・
1
7
日
と
2
ラ
ウ
ン

ド
し
て
若
月
秀
雄
（
田
代
田
畑

屋
）
さ
ん
の
1
9
2
が
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
。

　
こ
ん
な
ゴ
ル
フ
趣
味
の
会
で

遊
び
ま
せ
ん
か
。
幹
事
は
鈴
木

彦
平
さ
ん
（
皿
0
4
9
2
1
4

3
1
0
9
8
1
）
で
す
。

東
京
燈
よ
り

《
観
音
像
の
仕
様
変
更
》

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
ご

協
力
に
よ
り
募
金
が
目
標
を
大

幅
に
上
回
り
ま
し
た
の
で
9
月

5
日
の
実
行
委
で
観
音
像
を
最

高
の
仕
様
（
総
高
4
・
1
癖
、

価
格
2
1
0
万
円
）
に
変
更
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

《
お
名
前
は
…

　
　
　
松
代
ほ
く
ほ
く
観
音
》

　
当
方
で
選
ん
だ
5
点
の
候
補

に
つ
い
て
松
代
町
の
有
識
者
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
霧

　
　
　
役
場
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
結
果
、

　
　
　
「
松
代
ほ
く
ほ
く
観
音
」
と
決
め

　
　
　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
《
揮
毫
者
も
決
定
》

　
　
　
　
観
音
像
台
座
正
面
の
黒
御
影

　
　
　
石
に
彫
る
文
字
は
鈴
木
益
蔵
様

　
　
　
（
元
助
役
、
前
松
寿
大
学
学
長
）

　
　
　
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
《
奉
納
す
る
名
簿
は
…
》

　
　
　
　
浄
財
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
の

　
　
　
名
簿
は
、
写
真
の
よ
う
な
仕
様

　
　
　
と
し
、
n
月
4
日
、
開
眼
供
養

　
　
　
に
先
立
っ
て
台
座
の
中
に
奉
納

　
　
　
さ
れ
ま
す
．

　
つ
ロ
ド
ロ
ド
ド
し
コ
ロ
ド
し
し
ロ
じ
ヨ
ロ
ロ
ヨ
ヨ
ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ド
し
ド
ロ
し
し
し
し
ヨ
じ
ロ
ロ
ヨ
ド
ド
ロ
ド
ロ
ロ
ド
コ
ロ
ド
ロ
ド
ロ

　
ド
　
ロ

　
…
【
】
新
入
会
員
の
ご
紹
介

　
”

　
ロ

　
ド
　
…
　
東
京
松
代
会
は
創
立
1
0
周
年
を
機
に
会

　
ロ

　
…
員
の
募
集
を
実
施
し
て
こ
れ
ま
で
52
名
の

　
ロ

　
…
方
が
新
た
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

　
り、

㎜
紹
介
い
た
し
ま
す
．
私
達
の
仲
間
と
し
て

　
ロ『

…
温
か
く
お
迎
え
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
”

　
”

　
ロ

　
ド

　
…
〈
松
代
地
区
〉
　
　
　
　
　
　
…
7
名

　
ロ

　
…
氏
名
（
旧
姓
）
　
小
卒
年
　
集
落
　
屋
号

　灘
ド

ロ

…
山
賀

ロ

…
西
ロ

ロ

…
篠
原

い

…
宮
沢

ロ

…
北
村

”ロ

…
宮
沢

”””一
　
　
　
芳
郎
　
S
2
1

　
　
　
寿
子
（
相
沢
）
S
3
3

　
　
　
公
子

　
　
　
欣
一

　
　
　
優
子

…
本
柳
加
代
子
　
S
4
1

　
　
　
平
吉
　
S
2
4

小
荒
戸
　
　
古
屋
敷

松
代
金
塚

池
之
畑

下
山

下
山

松
代
本
柳

下
山
新
宅

　
以
下
、
n
月
号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

…
だ
き
ま
す
．
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罐劉塁
器」縄

活勲に役立てて

松代ライオンズクラブが

　　　松代中学校に寄付金

生徒会に寄付金を手渡す松代ライオ

ンズクラブの会長の村山達三さんと

幹事の小堺隆幸さん

　
昨
年
6
月
に
解
散
し
た
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
こ
の
ほ
ど
松
代
中
学
校
を
訪
れ
、
会
の
清
算
金
3

3
7
、
2
8
0
円
を
松
代
中
学
校
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
寄
付
金
を
受
け
取
っ
た

松
代
中
学
校
生
徒
会
長
の
佐

藤
精
君
は
、
「
地
域
活
動
に
役

割
を
果
た
し
て
き
た
松
代
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
感
謝
し

て
い
ま
す
．
寄
付
金
は
額
も

多
い
の
で
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
生
徒
会
活
動
に
有
効

に
使
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
今
年
9
月
に
亡
く
な
っ

た
大
正
医
院
の
院
長
、
関
谷

甲
子
夫
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
昭
和
6
0
年
1
1
月
に
結
成
．

関
谷
さ
ん
は
初
代
会
長
を
務

め
ま
し
た
．
ま
た
、
初
代
幹

事
の
柳
浩
嗣
さ
ん
は
「
時
代

の
流
れ
の
中
で
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
機
能
が

む
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
結
成
以
来
1
3
年
間

”
友
愛
と
寛
容
”
を
理
念
に
培

わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

は
、
私
自
身
の
人
間
形
成
の

面
で
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

今
後
は
、
地
域
の
子
ど
も
達

が
若
々
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ

ン
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に

期
待
し
、
地
域
を
見
守
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

松代の自然
シ
ロ
バ
ナ
ツ
リ
フ
ネ

　
あ
の
忌
ま
わ
し
き
米
国
へ
の

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
勃
発
し

た
翌
日
、
私
た
ち
の
稲
刈
り
を

し
て
い
る
田
ん
ぼ
に
西
潟
さ
ん

（
隠
居
）
が
白
い
花
を
持
っ
て
畦

渡
り
し
て
き
ま
し
た
。
見
る
と

そ
れ
は
白
い
花
の
ツ
リ
フ
ネ
ソ

ウ
で
し
た
．
普
通
の
紅
紫
色
の

も
の
は
ど
こ
に
で
も
ホ
ウ
セ
ン

カ
の
形
を
し
た
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
す
が
白
い
花
の
は
珍
し
い

の
で
す
．

　
自
宅
の
す
ぐ
下
の
崖
の
中
に

普
通
の
に
交
じ
っ
て
咲
い
て
い

る
と
い
う
の
で
、
あ
と
で
撮
影

し
ま
し
た
。

　
1
7
日
の
お
昼
ご
ろ
小
荒
戸
の

高
橋
紘
次
さ
ん
（
は
し
ご
だ
）

か
ら
電
話
が
あ
っ
て
『
広
報
ま

つ
だ
い
』
の
「
ナ
ツ
エ
ビ
ネ
」

の
記
事
を
読
ん
だ
が
、
我
が
家

に
も
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
、

と
の
耳
よ
り
な
お
話
し
な
の
で
、

早
速
、
午
後
駆
け
付
け
て
み
ま

し
た
。

　
な
る
ほ
ど
鉢
の
中
に
い
く
株

も
ぎ
っ
し
り
と
植
え
ら
れ
て
、

ま
だ
花
が
残
っ
て
お
り
、
紛
れ

も
な
く
ナ
ツ
エ
ビ
ネ
で
し
た
。

紘
次
さ
ん
が
海
老
の
方
の
山
か

ら
4
年
ぐ
ら
い
前
に
採
取
し
て

き
た
も
の
で
増
え
た
と
の
こ
と
。

つ
い
で
に
白
い
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

が
あ
る
か
ら
見
に
行
っ
て
み
て

は
如
何
が
と
の
こ
と
。
場
所
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
方
向

に
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
、
林
道
を

す
す
む
と
そ
の
脇
に
一
群
の
白

い
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
白
い
花
の
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

で
見
事
な
集
団
を
な
し
た
も
の

で
し
た
。
さ
っ
そ
く
撮
影
。

　
思
い
が
け
な
く
ナ
ツ
エ
ビ
ネ

の
記
事
が
縁
で
、
白
い
花
の
ツ

リ
フ
ネ
ソ
ウ
に
再
会
で
き
ま
し

た
。
こ
の
花
は
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

科
の
一
年
草
で
、
白
い
も
の
が

た
ま
に
変
種
と
し
て
あ
り
、
「
シ

ロ
バ
ナ
ツ
リ
フ
ネ
」
と
い
い
ま

す
．
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
仲
間
で
、

種
子
を
弾
き
飛
ば
し
て
繁
殖
を

広
げ
藪
を
成
し
て
い
た
わ
け
で

す
。
近
縁
の
仲
間
に
キ
ツ
リ
フ

ネ
と
い
う
黄
金
色
の
花
の
美
し

い
も
の
も
方
々
に
あ
り
ま
す
ね
．

　
帰
っ
て
き
た
ら
『
キ
ク
ヤ
時

計
店
』
さ
ん
か
ら
、
蒲
生
の
山

で
数
年
前
に
採
っ
た
ナ
ツ
エ
ビ

ネ
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
い

で
に
白
色
の
ツ
ユ
ク
サ
も
発
見

さ
れ
ま
し
た
．

（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）
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，・…・・おめでとうございます…、，●●●●●
　　　　　●

　　　高齢者叙勲
富澤恭松さん（88歳）が

　　勲六等単光旭日章を受章

　
富
澤
恭

松さ

ん
（
松

代
、
屋
号

い
も
じ
）

は
、
昭
和

22

年
に
当
時
の
松
代
村
議
会
に
初

当
選
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
昭
和
4
6
年
か
ら
3
期
12

年
に
わ
た
り
議
員
と
し
て
在
職
．

そ
の
間
、
建
設
、
産
業
経
済
、
社

会
の
各
常
任
委
員
会
委
員
長
を
歴

任
し
、
昭
和
5
5
年
か
ら
5
8
年
ま
で

は
副
議
長
と
し
て
議
会
運
営
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
．

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
今
回
、
松
代
町
議
会
議
員
と
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

て
町
の
発
展
と
地
方
自
治
に
貢
献
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

し
、
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
受
章
に
際
し
富
澤
さ
ん
は
、
昭
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

和
1
8
年
に
戦
争
で
の
臨
時
召
集
の
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

経
験
を
語
り
な
が
ら
「
生
き
長
ら
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

え
た
の
は
奇
跡
の
よ
う
な
も
の
で
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
今
後
も
一
人
の
町
民
と
し
て
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

お
役
に
立
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ま
し
た
。
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な
お
、
ス
キ
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は
ま
だ
現
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と
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り

の
こ
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で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
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受
章
お
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ざ
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ま
す
。
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関谷政和助役が退任

　
当
町
助
役

の
関
谷
政
和

さ
ん
（
62
歳
）

が
9
月
30
日

を
も
っ
て
退

職
さ
れ
ま
し
た
．

　
関
谷
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
に
松
代

町
役
場
に
勤
務
し
、
そ
の
後
産
業
課

長
、
総
務
課
長
を
歴
任
．
そ
し
て
、

平
成
4
年
か
ら
平
成
9
年
ま
で
収
入

役
、
平
成
9
年
か
ら
は
助
役
と
し
て

町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
に
際
し
、
関
谷
さ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
仕
事
を
で
き
た
の
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
仕
事
で

は
、
農
村
定
住
事
業
や
1
億
創
生
事

業
な
ど
新
し
い
仕
事
に
着
手
し
て
き

ま
し
た
。
特
に
、
広
域
連
携
が
重
視

さ
れ
る
中
、
十
日
町
広
域
圏
で
す
す

め
る
里
創
プ
ラ
ン
は
大
変
で
し
た
。

今
後
は
住
民
と
し
て
町
の
発
展
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
．

●
・
●
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●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　　　｝●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ラン通信肱25・一・………・……………・・…・・……・一・・……・…………・………一一・…………・……・一・…一・……………

第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
催
概
要
や

　
作
家
の
公
募
情
報
を

　
　
　
　
　
　
　
掲
載
中
！

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け

て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
．
そ
の
一
つ
と
し
て
、
9
月
1
0
日
か
ら

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
内
容
を
掲
載
し
て
い

ま
す
．

　
今
回
は
、
第
1
回
の
大
地
の
芸
術
祭
の
反
省
を
踏
ま
え
、
構
成
を
簡

素
化
し
て
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
早
め
に
更
新
し
、

提
供
し
て
い
ま
す
．
ま
た
、
英
語
に
よ
る
紹
介
も
行
っ
て

　
齢
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
係
機
関
へ
の
リ
ン
ク
集
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
提
供
し
て
い
ま

　
通
す
．

　
ン
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
第
2
回
の
作
品
づ
く
り
に
向

　
ラ

㎜
プ
け
た
作
家
の
選
定
に
関
す
る
公
募
情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。

㎜
創
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、
十

～
里
日
町
情
報
館
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
．

い
ま
す
．

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
、
現
在
も
見
学
の
で
き
る
作

品
の
紹
介
、
そ
し
て
、
第
1
回
の
芸
術
祭
の
記
録
な
ど
で

す
．
ま
た
、
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
情
報
で
は
、
開
催

方
針
や
ス
テ
ー
ジ
整
備
に
つ
い
て
最
新
情
報
や
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
事
業
の
説
明
の
ほ
か
、
交
通
ア

ク
セ
ス
こ
つ
い
て
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
．
あ
わ
せ
て
、
関

◎アドレス

　httpl〃www．tiara．o頃P／～しkouiki
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中学生

　
家
族
は
4
人
。
こ
れ
か
ら
も

仲
の
よ
い
家
庭
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
の
た
牧
友
れ
紹

　
　
　
　
　
　
し

3
わ
会
1
2
ま
鈴
樋
れ
け

　
　
　
　
　
　
い

9
て
区
か
行
生
生
て

　
い
地
校
を
年
年
し
回

　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
撫
学
し
の
発

　
　
　
　
　
　
彰
奮
叢

お
城
6
表

に
頸
内
発

校
東
郡
見

学
　
　
￥
意

中
張
れ
が

代
主
わ
徒

松
の
行
生

￥
し
が

日
た
　
」
人

月
。
大
ら

　
　
　
　
　
　

　
と
あ
た

　
母
「
　
し

　
「
が
ま
　
。

　
が
ん
し
す

　
ん
さ
を
ま

　
さ
子
表
し

　
子
佳
発
介

　
木
ロ
ぞ
て

　
の
の
そ
わ

　
　
　
　
　
に

　
2
1
題
2

　
￥
　
￥
と
を

　
は
た
」
容

　
ら
ま
を
内

　
か
￥
言
の

校
て
一
表

　
中
題
う
の

代
と
と
人

松
」
が
二

論
　
私
り

母
と
私

　
　
松
代
中
2
年

　
　
　
鈴
木
牧
子

　
「
コ
ト
コ
ト
。
」
「
カ
チ
ャ
ッ
、

カ
チ
ャ
ッ
．
」

　
何
の
音
だ
ろ
う
、
ま
だ
暗
い

の
に
。

　
台
所
か
ら
音
が
聞
こ
え
て
く

る
．
母
が
朝
ご
飯
を
作
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
ま
だ
誰
も
起
き
て

い
な
い
．

　
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
い
つ

も
家
族
中
で
一
番
最
後
に
起
き

る
私
が
、
初
め
て
聞
い
た
、
母

が
朝
ご
飯
を
作
る
音
だ
っ
た
。

そ
の
朝
、
私
は
、
母
が
毎
日
誰

よ
り
も
早
く
起
き
、
家
事
を
や
っ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

た
。
同
時
に
、
母
が
普
段
や
っ

て
い
る
こ
と
を
、
今
ま
で
じ
っ

く
り
考
え
た
こ
と
が
な
い
自
分

に
も
気
付
い
た
．

　
考
え
て
み
る
と
、
母
が
や
っ

て
い
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

「
た
ま
に
は
、
手
伝
い
く
ら
い

し
て
よ
お
i
．
」

と
笑
顔
で
言
う
母
の
気
持
ち
が
、

そ
の
表
情
と
反
対
に
切
実
に
迫
っ

て
き
た
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

毎
日
や
る
、
ま
し
て
や
た
っ
た

一
人
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
だ
か
ら
、
大
変
な
こ
と
だ
。

小
柄
な
母
の
姿
が
私
の
中
で
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

　
実
は
、
私
の
家
は
父
と
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
な
い
．
祖
父
母

と
も
一
緒
で
は
な
い
．
だ
か
ら
、

母
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
、
他
の
お
母
さ
ん
た
ち

よ
り
う
ん
と
多
い
だ
ろ
う
．
家

事
の
他
に
は
仕
事
も
あ
る
．
家

族
の
生
活
を
支
え
る
、
責
任
が

重
い
仕
事
だ
。
そ
の
大
変
さ
を

想
像
す
る
と
、
思
わ
ず
背
筋
が

伸
び
、
胸
が
熱
く
な
る
．

　
私
は
小
さ
い
と
き
か
ら
、
兄

弟
の
中
で
一
番
母
に
迷
惑
を
か

け
て
き
た
子
だ
。
わ
が
ま
ま
ば

か
り
言
っ
て
よ
く
困
ら
せ
た
と

い
う
。
苦
労
し
た
だ
ろ
う
と
思

う
。
弟
が
生
ま
れ
る
と
き
、
母

が
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
で
だ
だ

を
こ
ね
、
父
や
祖
父
母
を
困
ら

せ
た
そ
う
だ
．
幼
稚
園
に
行
き

た
く
な
い
と
、
ト
イ
レ
に
閉
じ

こ
も
っ
た
り
、
母
に
ひ
ど
い
こ

と
を
し
た
り
と
、
本
当
に
手
の

か
か
る
子
だ
っ
た
ら
し
い
。
自

分
は
一
体
ど
ん
な
子
だ
っ
た
の

か
と
、
今
更
な
が
ら
申
し
訳
な

さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

　
母
と
父
は
、
私
が
小
二
に
な

る
と
き
、
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
。

私
に
は
父
に
遊
ん
で
も
ら
っ
た

記
憶
が
な
い
．
今
思
え
ば
、
あ

の
時
か
ら
母
は
一
人
で
二
役
、

い
や
、
何
役
も
の
役
目
を
こ
な

し
て
き
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
母

は
色
々
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ

て
く
れ
た
し
、
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
く
れ
も
し
た
。
小
さ
い
な

が
ら
に
、
そ
の
こ
と
が
と
て
も

印
象
深
か
っ
た
の
か
、
今
も
覚

え
て
い
る
．

　
私
は
父
が
い
な
い
こ
と
を
あ

ま
り
さ
び
し
く
は
思
わ
な
い
。

私
に
は
母
、
兄
弟
、
親
戚
、
そ

し
て
よ
き
友
達
が
い
つ
も
そ
ば

に
い
る
。
み
ん
な
優
し
く
て
あ
っ

た
か
い
。
私
に
と
っ
て
大
切
な

人
た
ち
だ
。
だ
け
ど
、
私
が
誰

よ
り
も
大
切
で
、
大
好
き
な
人

は
、
や
っ
ぱ
り
母
だ
．
ど
ん
な

と
き
も
私
の
そ
ば
に
い
た
。
私

が
つ
ら
い
と
き
、
う
れ
し
い
と

き
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
く

れ
た
、
喜
ん
で
く
れ
た
。

　
も
し
、
母
が
い
な
か
っ
た
ら
、

私
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
私
は
母
に
よ
つ

て
生
か
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
だ
け
母
と
い
う
人

は
、
私
に
と
っ
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
と
て
も
と
て
も
大

き
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
．
も
ち

ろ
ん
、
今
も
．

　
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
、
自

分
で
や
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

自
分
で
や
る
し
、
母
の
手
伝
い

を
な
る
べ
く
し
よ
う
と
心
が
け

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
で
も
、

母
に
は
、
ま
だ
ま
だ
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　
今
、
こ
う
し
て
、
母
と
私
を

比
較
し
て
、
母
の
立
場
や
苦
労
、

気
持
ち
と
い
う
も
の
が
、
少
し

分
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
母
本

人
に
な
っ
て
み
な
け
れ
ば
、
そ

の
大
変
さ
や
苦
労
が
実
際
に
は

分
か
ら
な
い
こ
と
も
承
知
し
て

い
る
．

　
で
は
、
私
は
こ
れ
か
ら
ど
う

あ
る
べ
き
か
．

　
私
の
答
え
は
こ
う
だ
。
「
自
分

を
謙
虚
に
振
り
返
り
、
私
や
兄

弟
の
た
め
に
、
色
々
と
や
っ
て

く
れ
る
母
に
常
に
感
謝
を
し
、

今
度
は
私
が
母
を
支
え
る
場
面

を
も
つ
よ
う
に
す
る
。
」

　
今
ま
で
の
私
は
、
あ
ま
り
に

も
母
に
頼
り
す
ぎ
た
．
私
は
思

う
。
「
私
も
、
一
人
の
大
人
と
し

て
、
母
を
支
え
て
日
々
を
生
き

て
い
き
た
い
。
」
と
。
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翻か◎ゴ懸ゆ⑩◎鶴す
東頸城広域組合から十目町地域衛生施設組合へ

　8月24日の東頸城広域組合議会において、東頸城広域組合の
施設を閉鎖することに決めました。今後は、国及び県がすすめ
ているごみ処理広域化計画に沿って対応をすすめます。
　そして、当町はごみ収集・処理業務を十日町地域衛生施設組
合で来春から行う予定です。

　　　東頸城クリーンセンターの
　ダイオキシン類の測定結果について

◆焼却炉

平成12年10月11日　1号炉　6．3ng／m3

平成12年10月11日　2号炉　6．8ng／m3

　　　　ダイオキシン類の排出基準

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（既設の基準）

燃焼室の
処理能力

平成14年

12月1日以前

平成14年

12月1日以降

4㌧／h以上

80ng／m3

1ng／m3

2～4㌧／h 5晦9繍3

2㌧／h未満 10ng／m3

※施設は1時間当たり2．6㌧の処理能力があり、

間欠運転

ごみ処理に係わる新潟県ダイオキシン類の削減対策指針

　　　　　（新ガイドライン）

既設炉
連続運転 1ng／m3

間欠運転 5嶽9メm3

　
現
在
、
可
燃
ご
み
は
東
頸
城

広
域
組
合
で
焼
却
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排

出
規
制
が
平
成
14
年
1
2
月
1
目

か
ら
強
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

構
造
基
準
に
適
合
し
な
い
組
合

の
焼
却
施
設
で
は
処
理
が
困
難

な
た
め
、
構
成
町
村
で
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
当
町
は
十
目
町

地
域
衛
生
施
設
組
合
、
ま
た
、

安
塚
町
な
ど
4
町
村
は
上
越
地

域
広
域
行
政
組
合
の
施
設
で
処

理
す
る
方
向
で
ま
と
ま
り
、
今

年
度
い
っ
ぱ
い
で
東
頸
城
広
域

組
合
の
施
設
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．

　
今
回
の
決
定
は
、
東
頸
城
広

域
組
合
の
施
設
を
改
造
し
使
用

す
る
に
は
、
構
成
町
村
の
多
額

の
財
政
負
担
が
伴
う
こ
と
が
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
構
成
5

町
村
で
は
ご
み
の
絶
対
量
が
少

な
く
投
資
効
率
が
低
い
こ
と
に

加
え
て
、
規
制
が
今
後
更
に
厳

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
な
お
、
今
回
の
決
定
に
伴
い
、

東
頸
城
広
域
組
合
は
平
成
1
4
年

3
月
31
目
で
解
散
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．

　
ま
た
、
来
春
か
ら
十
日
町
地

域
衛
生
施
設
組
合
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
ご
み
の
収
集
と

処
理
方
法
が
一
部
か
わ
り
ま
す
．

次
回
は
主
な
変
更
点
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1一一一一一一一一一一陶、携簿今〆一－繍一”一””一闘一一一馬、

甕①商品を買う時｛こ1ま、なるべく包装の少なし、ものやリ1饗藻契　　鰯馨懸灘　　1

響夕一ガルびんを使用している商品を選び、廃棄物猶味と嗣ブ1　　難灘灘難獺霧雛　　璽
纏　　　　　　　　　　　霊わ。にルル1奮の排出抑制に努めよう・　　　　　つ地洗びび繧という新レし’システムに基づし’て・リサイクル運動をI

砿
、
＿
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←医療と福祉

　　イシ7妙曇シ鯉侶暑．冒
65歳以上の方は、公費で予防接種を受けることができます
苫　薄醐縦撒き　翻灘繍鰍革一欝糧鞭鰯撒話㈱掘樵撒贈騰灘撚轍艦脳欝一胴鰹獺灘一一、・　　　　．　　甲一一醐＿禰＿鱗鎚㈱

　国は65歳以上のインフルエンザの予防接種を促進するために、
予防接種法の対象にインフルエンザを加えました。これにより
65歳以上の人は、病院などでインフルエンザの予防接種を公費
　で受けることができます。
法律の概要と町の対応についてお知らせします。

へ
～＾レ・

、！

o
り 嶋 一 一 ■ ● ●

訥
●　6

　P
ソ

σ
o

●

●

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て

　
通
常
の
風
邪
と
異
な
り
、
高

熱
、
全
身
症
状
が
現
れ
、
咳
や

鼻
水
等
の
症
状
が
で
ま
す
．

　
特
に
高
齢
者
の
場
合
、
肺
炎

な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す

確
率
が
高
く
、
危
険
性
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
県
内
で

は
平
成
1
0
年
冬
季
で
3
6
人
の
人

が
亡
く
な
り
、
そ
の
う
ち
の
3
0

人
が
6
5
歳
以
上
の
人
で
し
た
。

予
防
接
種
の
効
果
は

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
、
発
病
防
止
や
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
に
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
．

　
老
人
施
設
入
所
者
の
場
合
、

予
防
接
種
を
受
け
な
い
場
合
を

“
1
”
と
す
る
と
、

死
亡
の
危
険
0
・
2

入
院
の
危
険
O
・
4
～
O
・
5

発
病
の
危
険
O
・
6
～
O
・
7

に
下
げ
る
こ
と
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
関
す

る
研
究
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
制
度
な
の

○
公
費
に
よ
り
予
防
接
種
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
予

　
防
接
種
を
受
け
る
際
に
一
部
負

　
担
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町

　
村
に
よ
り
対
応
が
異
な
り
ま

す
．
）

○
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
よ
る

　
健
康
被
害
の
救
済
を
公
費
で
行

　
い
ま
す
．

65
歳
以
上
の
人
は
必
ず
受
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の

　
本
人
が
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
行
う
も
の
で
、
予
防

接
種
を
希
望
し
な
い
人
に
は
原

則
と
し
て
予
防
接
種
は
行
な
い

ま
せ
ん
．

町
の
予
防
接
種
へ
の
対
応

【
部
負
担
の
額
　
一
部
負
担
が

　
1
0
5
0
円
で
予
防
接
種
が

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
期
闘
　
平
成
欝
年
難
月
1

　
目
～
平
成
欝
年
翅
月
末
臼
．

　
対
象
　
接
種
臼
に
お
い
て
満

　
鎚
歳
以
圭
の
方

方
法
　
予
防
接
種
を
受
け
る
方

　
は
役
場
住
民
課
に
備
え
付
け

　
の
予
診
票
が
必
要
と
な
り
ま

　
す
。
こ
の
予
診
票
を
記
入
の

　
う
え
、
病
院
で
予
防
接
種
を

　
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
詳
し
い
こ
と
は

　
住
民
課
保
健
衛
生
係
ま
で

法律に基づく予防接種について

　　　　　　　〔対象疾病〕　　　　　　　　　　〔対象者〕

　　　　　〈1類疾病〉

第1期1生後3月から生後90月未満
第2期：11歳以上13歳：未満

ジフテリ　ア

百　日　せ　き 生後3月から生後90月未満

急性灰白髄炎
（ポリオ）

生後3月から生後90月未満

麻　　し　　ん 生後12月から生後90月未満

生後12月から生後90月未満

12～16歳未満
風　　し　　ん

）

第1期＝生後6月から生後90月未満

第2期19歳以上13歳未満
第3期＝14歳以上16歳未満

日　本　脳　炎

第1期＝生後3月から生後90月未満

第2期＝11歳以上13歳未満
破　　傷　　風

〈2類疾病〉

インフル鑑ンザ 騰歳以上の高齢者

定期接種

〔市町村長実施〕

（予防接種法

　　第3条関係

劃
　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倣　　　腸　　　風
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2期＝11歳以．
　　●　　●　　　　　の　　i　　　　　　　　　　　　〈2類疾病〉
　　O
　　i　　　　　　　　　　　　　　　インフル鑑ンザ　　　騰歳以上の高齢覇

　　i　　　臨時接種　　（厚生労働大臣が定める疾病※）

　　i　　　〔都道府県知事実施又は市町村長実施（予防接種法第6条関係）〕

　　i　　　※現在指定されている疾病はない

　　：……・…………・………………・・……B　　C　　G……（結核予防法第1∈
　　〈結核予防法関係〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　楓畠上

（結核予防法第13条　定期）

　対象者

　　4歳未満のツ反陰性者

　　小学校1年のツ反陰性者

　　中学校1年のツ反陰性者
　　＊小1、中1のB　C　G接種者は、小2、中2においてツ反

　　を実施し、陰性の場合には、再度B　C　G接種を行う。

（結核予防法第14条　定期外）

予
防

（参考）平成6年法律改正により、破傷風を対象疾病に追加し、

　　　痘そう（天然痘）、コレラ、インフルエンザ、ワイル病を削除
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人ロの動き

　男　　2，126人　　（一1人）

　女2，221人（一5人）
　計4，347人（一6人）
世帯数　1，481世帯（＋1世帯）

　出生　1人　　死亡　4人

　転入　6人　　転出　9人
　　　　（13年9月末目現在）

編集室
　今回の“おじゃまします”に登場
の五十嵐慎吾さんは体重57kgとのこ
と。本人は、「まだ、多すぎるんで
すよ」との弁。この言葉に、身長も
かわらない私は絶句でした。
　本を読みながら、飲んでばかりの
生活に反省しきりです。でも、若い
人の輝きはいいですね。私には、も
う2度ともどらない、輝き、そして
身体のこのライン…。背後から、「努
力しろ！」の声。
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　　　松磁轟薩懸鰍．

特別講演i翁職健猿粧関する

　　　展示の欝知らせ

　県立松代病院では、下記のとお

り講演会を行います。あわせて、

会場では、健康に関する展示コー

ナーを予定していますので、お誘

いあわせのうえ、おでかけくださ
い。

日時10月23日ω℃
　　　　　17時～展示コーナー

　　　　　18時～講演会

会場ふるさと会館2階
　　　　　常春ホール

内　容　　『生活習慣病予防のため

　　　　の自己管理』と題して布

　　　　施克也先生（松代病院院

　　　　長）の講演会と健康に関

　　　　するコーナー展示

入場料　無料

その他　健康に関するコーナーで

　　　　は展示のほか血圧や体重

　　　　測定を受けることができ

　　　　ますのでご利用ください

問い合わせ

　県立松代病院（盈7－2100）まで

赤い羽根共同募金

今年も10月1
目から全国済醤講斎
　　　　　　r、6の　二’し一に共同募金運動　　就0
　　　　　　　　　ざ

鷲爵錆榛辮
額は1，341，000

円です。嘱託員さんを通した個別

募金のほか職場や学校において募

金を行っています。

　集められたお金は県内や町内の

福祉施設の充実や事業に役立てら
　
　
　
　
協

　
　
　
　
ご

　
　
　
　
と

　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
㍉

　
　
　
　
レ

　
　
　
　
か

　
　
　
　
温

　
　
　
　
の

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
さ

　
　
　
　
皆

　
　
　
。
の

　
　
　
す
民

集
祉
ま
町

　
福
れ

カをお願いします。

募金についての問い合わせ

　デイサービスセンター内　松代

町社会福祉協議会（盈7－3700）
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町の行事予定（10・11月）

辮 日野皓正ジャズコンザート、S・るさと会館19＝00

撫
松代小・孟地小学校文化祭田沢菅刈八王子交流5周年記念

第21回町長杯争奪バレーボール大会（総体）

第4回町長杯パターゴルフ大会

22（月）

23（火）

松代病院特別講演会ふるさと会館

　展示コーナー17二〇〇～　講演会18＝00

乳がん・婦人科検診

24（水） 霜降

25休） 嘱託員会議13＝30～（役場4F第1会議室）
乳がん・婦人科検診

26（金） 心配ごと相談デイザービスS9二〇〇～（担当二村山）

2難瞬

灘…鍵欝i…萎1…ii嚢

…，嚢懸…響

フリーマーケット『愛の風』，3・るさと会館9＝00～12：00

奴奈川小学校文化祭

スローフードな食の祭典（儀明祭り会場、芝峠温泉会場）

29（月）

30（火）

31（水）

11／困
すくすく教室

2（金） 心配ごと相談デイザービスS9＝00～（担当＝齋藤）

　　．1

萎……i……1…萎…撚馨

松代町生涯学習フエステイバル（～4日）

文化の日儂業祭
福島・世田谷船橋ふれあい祭り参加

萎萎…難萎萎…1……萎iliii…

松代高校文化祭

観音像除幕式・開眼式11二〇〇～（特養ほくほくの里）

福島・世田谷船橋．S・れあい祭り参加

5（月）

6（火）
町音楽交歓会（各小学校及び松代中学校）

ツベルクリン反応検査（総合センター）

7（水）

8休）
立冬

B　C　G予防接種総合センター1130～2：00

9（金）
心配ごと相談デイザービスS9二〇〇～（担当1石黒）

秋の火災予防運動（～15日）

哩0㈹ 『アイ・ラブ・フレンズ』上映会15：00開場（、3・るさと会館）

繊 フリーマーケット『愛の風』，S・るさと会館9：00～12100

12㈱

13（火〉

14休） すくすく教室

15休）

16（金）
犬・猫引取日　役場前9：55　引取料1，630円（証紙）

心配ごと相談デイサービスS9100～（担当1宮沢）

篠7仕〉 心配ごと相談デイザービスS9二〇〇～（担当二柳）

教育講演会10二〇〇～12＝00（、5、るさと会館）

19（月）

20（火） 心配ごと相談デイザービスS9二〇〇～（担当＝柳）

欝擬脾萄笹

佃偲8・・昌　　　　　　　勘
　文化祭をスケールァップして2日間の日程で行います．な
お、農業祭は11月3日です。皆さん、おでかけください。
日時　11月3～4日（土・日）8時30分～17時（4日は16時終了）

会場　総合センター・第1区民会館・ふるさと会館・活性化セン
ター・松代小学校ほか　内容　住民の作品展示・体験コーナー・

子ど’も祭・パネル展示ほか　問い合わせ　生涯学習課（B7－2301）

　通齎作業所βしぶみの家遜では、生涯学習フェスティバ
ルでチャPティーバザーを行います．使わないで家にしまっ
てある不要品や衣類の寄付をお願いしています。詳しくは、
しぶ轟の家まで（鷹警3516）

聴覚障害を持つ主人公の生きる姿に共感が集まった話題作の映画

　　　『アイ・ラブ・フレンズ』上映のお知らせ
　　　　　（主催＝ボランティアグループひだまり）

日時　11月10日（土）15時開場　15時30分上映　会場　ふるさ
と会館2階常春ホール　入場料　大人1，300円　子ど’も1，000

円（当日券は200円増し）　チケットふるさと会館1F「常春」

またはJ　A十日町松代支店　問い合わせ　松代町社会福祉協
議会（B7－3700）

・・載撒役割蕎罪一麺

　　　　　　　教育講演会のお知らせ

　十日町市立東下組小学校長として赴任したほか、東京書籍
などの書籍に道徳資料を執筆している濁川明男先生（現在、
上越教育大学助教授）をお迎えし、講演会を行います．（主催：

松代町青少年育成町民会議ほか）

日時　11月18日（日）10時～12時　会場　ふるさと会館2階常

春ホール内容学校・親・地域の役割についてのテーマで講演
を予定　問い合わせ　生涯学習課（盈7－2301）

　十日町圏域で共同設置している介護保険の認定審査会の事
務局嘱託職員を次のとおり募集しています．

業務内容　介護保険の介護認定審査会の運営（嘱託書記）会
議日程編成と委員間の調整、資料収受点検・作成、会議運営
等　応募の条件　十日町圏域6市町村に在住している人で次
の条件を満たす人①高校卒業以上②年齢40歳～62歳まで（平
成14年4月1日現在）③パソコン操作ができる人④普通自動
車免許　募集人員　2人　採用年月日　平成14年4月1日（予
定）勤務地十日町市クロス10内勤務条件①6時間／日
②午後9時～午後4時までと午後1時～午後8時までの審査
会に合わせて割り振ります．③午後8時までの勤務が15日程
度／月　任用期間　1年（勤務実績により更新）　報酬　15万

円～17万円程度／月　休日　土・日曜、国民の祝祭日及び年
末年始休暇12日　応募方法　役場住民課国保介護保険係にあ
る所定の用紙に必要事項を記入のうえ十目町市役所介護保険
課に提出ください。（郵送可）募集期間　平成13年11月9日
徐）必着採用の決定11月20日から30日の間に予定している面接

と提出された書類により決定します．面接日時、会場は応募
者に直接連絡します．　問い合わせ　十日町市役所介護保険
課介護保険係（盈0257－57－3111）
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